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lT（情報技術）講習会周講予定！！
lTで幕あけた21世紀。あなたもインターネットで世界中の情報を手に入れてみませんか。

はじめはやっばり小長井町のホームページ、それから先はあなたの好きな趣味のページへ。グルメに

音楽・旅・買い物、ニュース・スポーツ・求人までも・・・と、検索機能で簡単に専門サイトに接続できま
す。お気に入りのページができたら、あなたからも情報発信、納得いくまで双方向での意見交換、あな

たと世界がつながります。そんなことができるよう、パソコン操作の基礎からインターネット活用まで
の一丁講習会を3月下旬に開講予定です。

申し込みとお問い合わせは、小長井町教育委員会（TEL34－2201）まで。



～生涯学習研究大会～

2月4日、第13回小長井町生涯学習研究大会が、各地区から約毀旧人が参加して、ハートフルホールで開催されまし

た。

シンポジウムでは6人から問題提起のあと、発表に対する専門的な見地での助言に会場もー体となり町づくりにつ

いて考えました。昼食時にはアトラクションとして、遠竹保育園のかわいい園児によるわらべ太鼓と、小長井中学校

2年生による勇壮な小長井太鼓の披露で会場がわき、午後は「健康は笑いから」と題した、落語家三笑亭夢之助さんの

記念講演会で笑いと感動のうちに大会が終了しました。

ここではシンポジウムでの意見や助言の内容を簡単に紹介します。

「
小
長
井
町
の
未
来
」

小
長
井
小
学
校
六
年

馬
　
場
貴
之

ぼ
く
の
家
の
前
に
は
海
が
あ
り

ま
す
。
海
の
水
は
汚
く
、
こ
の
ま

ま
汚
れ
が
広
が
る
と
、
有
明
海
に

生
物
は
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か

も
し
れ
な
い
と
考
え
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
琵
琶
湖
も
、
化
学
肥

料
、
生
活
排
水
な
ど
が
湖
に
流
れ

出
し
、
生
態
系
に
変
化
が
み
ら
れ

た
そ
う
で
す
。
今
の
よ
う
な
き
れ

い
な
水
に
も
ど
す
ま
で
か
な
り
の

時
間
が
か
か
っ
た
そ
う
で
す
。
だ

か
ら
、
小
長
井
の
海
が
今
よ
り
汚

く
な
ら
な
い
よ
う
に
今
か
ら
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。
ま
ず
一
人
ひ
と
り
が
努
力
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
下

水
道
も
整
備
さ
れ
れ
ば
い
い
な
と

思
い
ま
す
。
ぼ
く
た
ち
人
間
が
海

を
汚
し
て
き
た
の
で
、
責
任
を

持
っ
て
き
れ
い
な
海
に
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

「
菓
し
い
た
て
穴
住
居
づ
く
り
」

長
里
小
学
校
六
年

野
副
　
祐
加

『
わ
く
わ
く
タ
イ
ム
』
は
、
自

分
た
ち
が
や
り
た
い
こ
と
を
時
間

を
ゆ
っ
く
り
か
け
て
で
き
る
時
間

で
す
。
私
た
ち
は
、
「
た
て
穴
住

居
」
を
作
る
こ
と
に
決
定
し
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
い
ろ
い
ろ
調
べ

ま
し
た
。
場
所
は
、
学
校
の
プ
ー

ル
下
の
空
き
地
に
決
定
し
ま
し

た
。
直
径
五
m
の
円
を
掘
り
始
め

ま
し
た
。
「
本
当
に
最
後
ま
で
で

き
る
の
か
な
？
」
と
い
う
不
安
な

気
持
ち
の
時
、
P
T
A
の
方
が
、

き
れ
い
に
掘
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
地
域
の
皆
さ
ん
、
お
父
さ
ん

や
お
母
さ
ん
、
先
生
方
に
協
力
し

て
も
ら
っ
て
、
や
っ
と
大
き
な
目

標
が
私
た
ち
に
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。
こ
の
た
て
穴
住
居
は
、
小
学

校
を
巣
立
っ
て
も
、
大
人
に
な
っ

て
も
大
切
に
し
た
い
「
私
た
ち
の

卒
業
記
念
」
に
な
り
ま
す
。

「
自
分
た
ち
で
や
り
と
げ
た

飯
倉
炊
飯
（
生
活
体
験
学
習
）
」

遠
竹
小
学
校
六
年

山
　
田
　
怜
　
奈

生
活
体
験
学
習
は
、
一
年
生
か

ら
六
年
生
ま
で
の
縦
割
り
班
で
、

ご
飯
を
炊
い
た
り
、
お
か
ず
や
デ

ザ
ー
ト
を
つ
く
り
ま
す
。
六
年
生

は
班
の
中
心
に
な
っ
て
が
ん
ば
ら

な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
私
た
ち

の
班
は
、
お
好
み
焼
き
と
ご
飯
と

フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
を
作
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
当
日
は
、
役
割
分

担
を
し
て
い
た
け
れ
ど
、
う
ま
く

い
か
な
か
っ
た
り
、
う
ろ
う
ろ
し

は
じ
め
る
人
も
で
て
き
ま
し
た

が
、
ち
ゃ
ん
と
説
明
し
た
ら
、
わ

か
っ
て
く
れ
て
、
み
ん
な
で
協
力

し
な
が
ら
、
作
り
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

計
画
を
立
て
、
そ
の
事
を
き
ち
ん

と
低
学
年
に
も
説
明
し
、
み
ん
な

で
活
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
と
難

し
さ
を
学
び
ま
し
た
。

助
言
の
こ
と
ば

長崎教育事務所
指導主事

田　　正先生

「
町
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
人

を
育
て
る
こ
と
が
町
づ
く
り
に
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
学
び
方

が
必
要
に
な
り
、
学
び
方
を
学
ぶ

こ
の
研
究
大
会
は
意
義
あ
る
も
の

で
す
。
ふ
る
さ
と
を
見
る
視
点
と

自
分
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る

環
境
問
題
。
体
験
活
動
か
ら
の
責

任
あ
る
行
動
と
感
謝
の
気
持
ち
。

自
己
決
定
力
な
ど
素
晴
ら
し
い
子

ど
も
た
ち
の
意
見
で
し
た
。県物産流通振興圭

課長補佐

藤田幸一郎先生

国
内
の
農
業
が
安
定
し
た
価
格

で
野
菜
を
供
給
で
き
れ
ば
外
国
か

ら
も
入
ら
な
く
な
り
ま
す
。
小
長

井
町
の
農
業
が
生
き
残
る
道
は
消

費
者
の
ニ
ー
ズ
を
知
る
こ
と
で

す
。
生
産
者
は
高
い
コ
ス
ト
で
商

品
を
作
り
ま
す
が
、
消
費
者
は
安

い
値
段
で
買
っ
て
お
り
、
農
家
の

取
り
分
は
わ
ず
か
で
す
。
新
宮
さ

ん
の
発
表
に
あ
っ
た
流
通
と
ニ
ー

ズ
を
考
え
れ
ば
活
路
は
開
け
て
く

る
と
思
い
ま
す
。



県社会福祉協議会ボラン
ティア振興センター所長

岩永秀穂先生

／

「
『
ゆ
め
』
へ
の
行
進
」

小
長
井
中
学
校
二
年

埠
　
　
朱
　
書

私
の
『
夢
』
は
、
「
介
護
福
祉

士
に
な
る
こ
と
で
す
」
。
ひ
い
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
を
元
気
に
し
て
く
れ

た
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
た
ち
は
、
夏
の

暑
い
日
も
冬
の
寒
い
日
も
、
い
つ

も
笑
顔
で
バ
ス
に
乗
せ
て
く
れ
て

い
ま
す
。
「
す
ご
い
な
ー
」
と
、
あ

こ
が
れ
て
い
た
だ
け
で
し
た
が
、

あ
の
職
業
に
つ
い
て
み
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
、
『
夢
』
に
一
歩

で
も
近
づ
け
た
ら
と
本
を
読
ん
だ

り
、
資
料
を
み
た
り
、
い
ろ
い
ろ

調
べ
ま
し
た
。
ど
ん
な
に
つ
ら
い

こ
と
や
苦
し
い
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
逃
げ
ず
に
立
ち
向
か
っ
て
い

く
こ
と
で
す
。
苦
し
さ
や
つ
ら
さ

は
自
分
の
力
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
い
ろ
ん
な
カ
ベ
に
ぶ
つ
か
る

か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
一
つ
一

つ
確
実
に
乗
り
越
え
て
、
『
夢
』

へ
向
っ
て
ま
っ
す
ぐ
に
行
進
し
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

「
生
鮮
食
料
品
の
流
れ
」

有
限
会
社
新
宮
青
果

代
表
　
新
　
宮
　
正
　
憲

こ
れ
か
ら
の
農
業
も
食
品
業
界

も
大
き
な
転
機
の
時
期
が
来
る
と

思
い
ま
す
。
農
業
も
今
ま
で
の
よ

う
に
何
で
も
作
れ
ば
相
場
で
、
今

年
は
当
っ
た
、
今
年
は
外
れ
た
、

の
時
代
は
も
う
終
わ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
中
国
大
陸
で
は
四
季
に
応

じ
た
作
物
が
、
年
中
日
本
に
供
給

で
き
る
よ
う
広
大
な
産
地
で
作
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
話
を
し
ま

す
と
農
家
は
、
や
る
気
が
無
く
な

る
と
思
い
ま
す
が
、
日
本
に
も
輸

入
で
対
応
が
難
し
い
品
目
、
相
場

に
惑
わ
さ
れ
な
い
品
目
、
国
内
で

し
か
で
き
な
い
品
目
な
ど
輸
入
を

逆
手
に
伸
び
て
い
る
産
地
も
沢
山

あ
り
ま
す
。
今
後
、
私
も
時
代
の

流
れ
を
早
く
つ
か
め
る
よ
う
な
体

制
を
取
り
、
い
ろ
ん
な
分
野
に
も

挑
戦
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
地
域
福
祉
と
私
達
の
活
動
」

小
長
井
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会

中
　
尾
　
信
　
子

小
長
井
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

協
議
会
み
つ
ば
ち
の
会
三
鶴
会

は
、
一
、
違
い
を
尊
重
す
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
環
境
や
立
場
を
理
解
し
行

動
す
る
。
二
、
相
手
の
話
を
聞
く
。

相
談
者
を
理
解
す
る
に
は
そ
の
人

の
訴
え
に
充
分
に
耳
を
傾
け
適
切

な
対
応
を
研
究
し
行
動
す
る
。
三
、

自
分
を
理
解
す
る
。
常
に
自
分
自

身
の
立
場
を
自
覚
し
た
行
動
を
す

る
。
以
上
三
力
条
を
モ
ッ
ト
ー
に

行
動
す
る
こ
と
に
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
私
達
は
現
状
に
甘
ん
じ
る

こ
と
な
く
常
に
開
か
れ
た
視
点
で

物
事
を
見
つ
め
、
よ
り
良
い
福
祉

社
会
を
創
造
性
と
先
駆
性
を
求

め
、
そ
し
て
着
実
で
永
続
性
の
あ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
歩
ん
で
、
知

識
と
経
験
を
こ
れ
か
ら
も
提
供
で

き
る
よ
う
努
力
す
る
心
構
え
で
あ

り
ま
す
。

介
護
は
人
に
手
を
さ
し
の
べ
、

人
と
人
の
関
わ
り
を
重
視
し
た
も

の
で
す
。
堤
さ
ん
の
よ
う
な
人
の

い
る
町
に
住
ん
で
み
た
く
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
中
尾
さ
ん
の
三
つ

の
信
条
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
基
本

そ
の
も
の
で
す
。
恥
や
一
眉
書
き
を

捨
て
積
極
的
・
自
発
的
・
自
主
的

に
楽
し
く
参
加
・
参
画
し
て
も
ら

い
、
行
政
へ
の
問
題
提
起
も
ま
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
と
思
い
ま
す
。

小長井町長

古賀忠臣先生

1

人
類
の
未
来
に
あ
る
環
境
問

題
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
の
古

代
復
元
と
い
う
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
、

縦
割
り
班
で
の
組
織
目
的
と
役
割

分
担
、
自
分
の
考
え
を
伝
え
る
ま

と
め
方
と
語
り
口
、
競
争
の
激
し

い
流
通
業
界
で
の
成
果
と
取
組

み
、
町
福
祉
施
策
の
中
で
の
実
践

活
動
な
ど
、
ど
れ
も
素
晴
ら
し
い

問
題
提
起
で
あ
り
、
町
と
し
ま
し

て
も
各
面
に
お
い
て
今
後
の
施
策

へ
の
反
映
と
、
ご
協
力
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



公
募
委
員
が
決
定

㊥
愚
静
野
鎗

攣
鞠
歯
車
魔

梯
愚
罪
過

垂
藍
貰
笥
喪
垂
雲
彗
責
義

多
く
の
住
民
の
方
々
に
、

積
極
的
に
行
政
参
加
し
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
昨
年

七
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
　
「
小

長
井
町
ま
ち
づ
く
り
町
民
参

加
条
例
」
。
こ
れ
に
基
づ
い

て
、
「
小
長
井
町
総
合
計
画
審

議
会
」
と
「
小
長
井
町
環
境
及

び
景
観
保
全
審
議
会
」
の
公

募
委
員
が
、
一
月
十
八
目
開

催
の
選
考
委
員
会
で
選
考
さ

れ
、
二
月
十
三
目
に
「
小
長
井

町
総
合
計
画
審
議
会
」
、
二
月

十
五
目
に
は
初
の
「
小
長
井

町
環
境
及
び
景
観
保
全
審
議

会
」
が
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

会
議
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

委
員
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
た

後
、
町
長
の
諮
問
を
受
け
た

具
体
的
な
内
容
の
審
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

←町長から

の諮問書
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小
長
井
町
総
合
計
画

審
議
会
委
員
（
敬
称
略
）

【
町
議
会
の
議
員
】

原
　
　
安
弘
（
議
長
）

土
井
　
信
幸
（
副
議
長
）

【
教
育
委
員
会
の
委
員
】

西
山
　
敏
勝
（
委
員
長
）

【
農
業
委
員
会
の
委
員
】

山
開
　
博
俊
（
会
長
）

【
知
識
経
験
を
有
す
る
者
】

福
田
　
富
江
（
人
権
擁
護
委
員
）

島
崎
　
秋
芳
（
民
生
旧
墓
委
員
）

神
尾
　
正
幸

（
む
ら
お
こ
し
実
行
委
員
）

〓
般
公
募
委
員
】

高
畑
　
　
満
（
田
原
二
）

森
　
　
郁
子
（
足
　
角
）

栗
本
　
武
義
（
井
崎
一
）

川
本
　
義
信
（
田
代
二
）

陣
内
　
勝
子
（
築
　
切
）

新
宮
　
障
害
（
釜
一
）

吉
岡
　
辰
郎
（
打
　
越
）

竹
原
　
　
明
（
釜
一
）

音
韻
合
㍉
㌔
華

眉
た
任
命
己
す
パ
領
探
全

辛
若
草
、
子
音

ィ

兵

＃

サ

長

ィ

　

長

＃
ヤ

琴

各
年
山

雀
　
び

←各委員へ

の辞令

密
魔

合
音
虐
黛

（
敬
称
略
）

【
町
議
会
の
議
員
】

宇
野
　
貞
治（

土
木
経
済
副
委
員
長
）

池
田
　
栄
二
（
総
務
委
員
）

【
知
識
経
験
を
有
す
る
者
】

西
山
　
敏
勝
（
教
育
委
員
長
）

島
崎
　
秋
芳（

民
生
旧
墓
委
員
長
他
）

〓
般
公
募
委
員
】

池
田
　
文
英
（
黒
仁
田
）

久
米
　
文
彦
（
遠
　
竹
）

井
上
　
末
広
（
井
崎
四
）

大
江
　
勝
利
（
田
代
二
）

原
田
　
利
成
（
牧
　
三
）

永
渕
ひ
と
み
（
田
原
一
）

第
二
回
目
の
「
小
長
井
町

環
境
及
び
景
観
保
全
審
議

会
」
を
次
の
日
程
で
開
催
し
、

こ
れ
を
、
公
開
と
し
ま
す
。

1
日
時
…
四
月
十
六
日
（
月
）

十
三
時
三
十
分
～

■
場
所
…
役
場
会
議
室

【
議
題
…
景
観
保
全
区
域
の

設
定
に
つ
い
て
他
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通
じ
合
う

心
の
こ
と
ば

一
月
二
十
三
日
、
昨
年
六

月
に
訪
問
し
交
流
会
を
行
っ

た
、
佐
世
保
市
に
あ
る
ア
メ

リ
カ
国
防
省
ダ
ー
ビ
ー
ス

ク
ー
ル
か
ら
、
今
回
は
長
里

小
学
校
に
同
ス
ク
ー
ル
三
・

四
年
生
約
五
十
人
と
保
護
者

及
び
教
師
二
十
数
名
が
訪
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
前
回
同

様
、
諌
早
西
口
一
夕
リ
ー
ク

ラ
ブ
　
（
土
井
満
昭
会
長
・
五

十
名
）
　
が
青
少
年
奉
仕
活
動

の
一
環
と
し
て
主
催
さ
れ
た

も
の
で
す
。

長
里
小
学
校
全
校
児
童
と

保
護
者
た
ち
が
歓
迎
セ
レ
モ

ニ
ー
で
出
迎
え
た
後
、
残
っ

た
五
・
六
年
生
は
い
っ
し
ょ

に
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
や
押
し

花
・
ブ
ー
メ
ラ
ン
づ
く
り
な

ど
の
体
験
学
習
、
給
食
な
ど

で
身
振
り
手
振
り
の
意
見
交

換
を
し
、
自
由
時
間
や
も
ち

つ
き
体
験
な
ど
で
、
保
護
者

や
先
生
た
ち
も
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

押
し
花
は
町
内
愛
好
家
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

・
■
毒
串
等
国
際
交
流



介護保険⑳

【住宅改修とは】
家の中のわずかな段差や手すりなどのない廊下が、介護を必要とする人にとっては

移動の妨げや転倒の原因になることがあります。介護保険の『住宅改修』により、段

差を解消したり手すりを取り付けたりすることで、転倒を防ぎ移動しやすくなり、お
年よりなどの生活を助け、介護する人の負担を軽減することができます。

【住宅改修費の対象となる改修とは】

（∋身体を支える手すりの設置

（∋段差をなくすスロープ等の設置
③滑りを防ぐ床や通路面の材質変更

④引戸への扉のとりかえ
⑤洋式便器への便器のとりかえ

⑥①～⑤に付帯して必要となるその他の住宅改修

◇在宅介護サービス給付費

◇在宅支援サービス給付費

◇施設サービス給付費（特別養護老人ホーム）

◇施設サービス給付費（介護老人保健施設）

◇施設サービス給付費（介護療養型医療施設）

◇高額介護等サービス諸費

◇審査支払手数料

8，886，394円（160件）

1，582，966円（52件）
8，653，936円（28人）
2，104，680円（7人）
1，903，420円（5人）

107，369円

36，290円 11月分合計　23，275，055円

累　　　計169，934，308円

石
　
井
　
民
　
也

聖
母
の
騎
士
園
、
み
さ
か
え
の

園
、
と
も
に
整
備
さ
れ
る
に
伴
い
、

水
不
足
も
深
刻
化
し
て
推
移
し
た

も
の
と
思
う
。
水
源
を
求
め
て
、
何

箇
所
か
ボ
ー
リ
ン
グ
の
試
掘
が
な

さ
れ
た
と
聞
く
。
水
源
は
有
る
よ

う
だ
が
上
が
っ
て
は
こ
な
い
。
空

洞
が
在
る
の
で
は
と
、
田
原
の
永

渕
勝
己
氏
の
ご
案
内
で
二
．
三
箇

所
ボ
ー
リ
ン
グ
跡
を
見
て
回
っ

た
。
適
地
の
様
だ
が
出
水
に
至
ら

な
か
っ
た
よ
う
だ
。
空
洞
が
在
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
？
。

（
柳
南
）
の
項
で
触
れ
た
と
お

り
、
あ
の
湯
の
水
源
が
遠
く
椿
原

よ
り
発
し
て
は
い
ま
い
か
…
…
…

か
り
あ
つ
め
か
み
き
う
ら

狩
集
と
上
木
要
一
笹
原
－
荒
平
－

み
ず
な
し
が
わ
ら

上
・
下
南
平
－
水
無
川
良
－
長
谷

－
松
尾
平
－
目
島
沖
と
、
こ
の
目

島
沖
の
湯
（
湧
水
池
）
は
ア
ゲ
湯
と

沖
の
湯
と
二
つ
あ
る
。
沖
の
湯
が

大
き
く
深
く
湧
水
畳
も
多
い
。
釜

の
荒
木
環
氏
が
若
い
頃
、
こ
の
沖

の
湯
の
探
査
話
を
聴
い
て
み
た
。

古

里

探

訪

（
小
長
井
空
洞
説
）



確定申告書を提出した後で、計算や申告内容の間違いに気づいたり、うっかりして確定申告を

忘れている方は、次により手続きを行ってください。

「更正の請求書」を提出して、正しい税額に訂正することができます。

ただし、更正の請求ができるのは、翌年の確定申告の期限までとなっています。

「修正申告書」を提出して、正しい税額に修

正してください。

自主的に修正申告した場合は、過少申告加

算税はかかりません。

ただし、延滞税がかかるときがありますの

で、なるべく早く申告と納税を済ませてくだ

さい。

すぐに「確定申告書（期限後申告）」を提出してください。

自主的に期限後申告した場合は、無申告加算税が軽減されます。

ただし、延滞税がかかるときがありますので、なるべく早く申告と納税を済ませてください。

潜
水
ホ
ー
ス
一
杯
（
二
十
㍍
余
）
く

り
出
し
て
潜
水
周
囲
は
、
暗
黒
で

地
底
に
は
達
せ
ず
、
潟
の
壁
が
そ

そ
り
立
つ
、
水
流
も
強
く
、
何
も
見

え
ず
這
う
這
う
の
体
で
上
が
っ

た
。
服
も
頭
も
真
っ
黒
の
潟
が
つ

も
ぐ

い
て
い
た
。
二
度
と
潜
り
た
く
な

い
と
笑
っ
て
お
ら
れ
た
。
こ
の
湯

が
南
平
の
「
ア
ラ
グ
レ
」
作
業
中
、

大
雨
の
時
、
耕
馬
が
陥
没
し
、
七
日

程
後
に
浮
き
上
が
っ
た
と
言
わ
れ

る
湯
で
あ
る
。
私
達
が
青
年
の
頃

ま
で
「
ア
ラ
グ
レ
」
が
始
ま
る
と
沖

の
湯
が
濁
る
と
言
わ
れ
て
い
た
。

こ
こ
ろ

試
み
に
小
長
井
町
地
積
図
の
遠
竹

名
、
梼
原
⑫
よ
り
手
水
崎
⑳
の
線

を
結
ん
で
み
て
下
さ
い
。
⑳
の
4

の
下
が
湯
で
す
。
仮
に
大
空
洞
が

在
る
と
す
れ
ば
こ
れ
を
何
か
に
活

用
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
？
。
夢
の

膨
ら
む
話
題
で
あ
ろ
う
。
よ
く
昔

か
ら
水
脈
は
地
表
に
沿
っ
て
、
と

も
言
わ
れ
て
い
る
が
、
み
さ
か
え

の
囲
も
「
狩
集
」
の
高
地
、
寮
の
上

方
に
ボ
ー
リ
ン
グ
を
さ
れ
て
豊
富

な
水
源
に
恵
ま
れ
て
、
聖
母
の
騎

士
園
に
も
分
水
さ
れ
て
お
ら
れ
る

よ
う
で
す
。
私
達
が
往
時
利
用
し

た
水
飲
場
近
く
に
、
分
水
槽
が

立
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

自
然
の
摂
理
と
も
言
う
べ
き
で

し
ょ
う
か
。



眺艶膠恩

まごこう込めた配食サービス

会生活改善推進協議会（増山暁子会長・

110名）lよ、昨年から年2匝Ⅰの計画で、父子

家庭や単身世帯を対象に幸作り夕食弁当の配

食サービスを実施しています。

働きざかり、育ちざかりのご家族のゐなさ

んに配られる、約120余分の愛情弁当は、日

頃不足しがちな野菜・タンパク質・ビタミン

類を豊富に含んだバランスの良いメニューと

なってあり、大変喜ばれています。

食生活改善推進協議会の活動は、このほか

に飲酒・喫煙習慣の見直しと高脂血症予防の

ため、「男の料理教室」などを町内各地で行

い好評を得ています。

「多良海道」を歩いてみて＜ださい

佐賀・長崎両県の郷土史家でつ＜る「多良海道地図作成委l∴

員会」（浜崎公義会長・19名）臥長崎街道の道筋のひとつ「多　醜
良海道」を多＜の人に知ってもらあうと、約5年の歳月をか

けた現地踏査などにより、昨年10月詳細な地図を作成し出

版されました。「多良海道」（小田宿一多良宿一永昌宿）は江

戸時代長崎警固に向かう佐賀藩か、自領地内を通行できる

ことから歩頁繁に利用したといわれています。地図完成を記

念し山茶花の茶屋跡近＜の道路脇に、土地の所有者山田武

義さん（苗場名）に無償提供をしていただき、高さ1．5メート

ル程の小長井町特産の帆崎石を素材に道標の碑を建立され

ました。1月27日に関係者らが集まって、碑のあ披露目や記

念式典などを行いました。

「5工戸時代の往還道を歩こう会」も発足、美しい景観の古

道を多＜の人が訪れる道しるべとなる事でしよう。

たいわ

元気配達人、大和先生の

↓
O
P
I
C
帥

「ふれあい講演会」
2月10日、小長井町PTA連合会では、講師に矢野大

和先生を招き、「小長井町ふれあい講演会」を開催しま

した。

矢野先生は、大分県宇目町出身で同町役場の観光商工

課に勤務のかたわら、地元大分県で「県南落語組合」を

結成し、ユーモアに富んだ語りで、講演会や出張寄席な

ど、県内はもとより九州一円で活躍、国民文化祭やサン

トリー地域文化賞など数々の栄ある賞を受賞されていま
す。

この日は、ゆめホールに学校・PTA関係者らが多数

集まり、先生の大分弁でのユーモアあふれる、

楽しい講話というより落語や小話に聞き入って．
いました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　■



限界への挑戦者たち

1月21日、第50回諌早北高駅伝大会が有言を起点に飯盛・

森山の5区間で開催。2月16～18日には、県下全域の区間を

舞台に県下一同駅伝大会ガ開催され、本町からは次の選手

ガ出場し活躍しました。

各大会の参加内容と結果は次のとぉりです。（敬称略）

【諌早北高駅伝大会】

Aチーム…6位

逸見正剛・中村恵三・黒木敬治・末長　兼・池田　武
Bチーム…16位

谷口武晴・森　光徳・田川貞則・田罠　力・島田大智
【県下一周駅伝大会】

吉野正和／2日目　3区7位、3日目　5区6位
池田　武／3日日　8区3位

数々の活躍で、

S
リ
ー
1
0
ト

西崎　豊さん

睦匿繋留認

名誉の受賞

本年度、特に優男な成績を収めた、

選手・団体への長崎県スポーツ表彰が

2月20日、長崎市内で行われ、諌早農

高3年の西崎豊さん（小」l＝頁浦田）

が、陸上個人の部にぉいて「スポーツ

賞」を受賞されました。

また、2月17日、熊本県山鹿而で開

催された、第43国九州地区体育指導委

員研究大会にぉいて、川本義信さん

（田代二）ガ、19年間にわたる体育指

導委員としての活動に射し、功労賞を

受賞されました。

川本義信さん

少林寺ちびっ子拳士ガ大活躍

2月11日、諌早ニュータウンd＼れあい会館にぉい

て、第16回少林寺拳法日章旗大会ガ行われ、諌早・

北高・西彼地区から約150人ガ参加しました。本町か

ら出場の挙士たちも元気な演武と乱捕で、優秀な成

績をぁさめました。上位入賞者は次のとぉりです。

【単独演武】　　　　　　　　　　　　（敬称略）
（7級以下）①田川慎太郎

（6～4級）①佐藤　智恵
（3級以上）①佐藤　聡浩

【乱捕個人】
（小学2年）

（ノ」＼学3年）

（小学4年）
（中学の部）

弥

　

也

麻

　

史下

堤

　

嵩

③

　

③

子
花
史
子

虞
美
知
量

水
水
下
賀

清
清
嵩
古

③
①
③
③



ヒ＝■几だヱ

ごみ袋には骨を貼る前に太マ
ジック等で目立つ絵を描く。
背骨は両面テープとセロハン
テープでしっかり固定する。
両端の竹ひごはセロハンテー
プで包む様に貼る。

本



みなさ～ん、4月謝日はあぐうDAYです。

横骨39Gml本
（1．5mmx5．Om）

を描く。
左右均等に糊付けする。
を張り、縁を折返し糊付けする。
B．C．Dに糸を結びEの位置くらいで
（糸の長さは、1本2m：高さの4倍程度）
：高さの3－4倍程度の尻尾を両端下

和紙に絵
竹ひごを
周囲に糸
表からA．
糸を結ぶ
1．5m～2m

につける

和紙50cmx39cm

ヒ＝－几だヱ

く改良型）

たこ糸

斜骨62Gm2本
（1．5mmx5．Om）

ビニールを園のように切り、竹
ひごを通す穴と糸穴をあける。
好きな絵を描く。
竹ひごの上下をセロハンテープ
でとめる。
パッチで補強した穴に約80cmの
糸を結び糸輪をつくる。

縦骨50Gml本
（1．5mmx5．01¶m）

※左右のバランスをよく

とりながら丁寧に作って

ください。

侍彦星
ミ＝B蕨　ヱ

ご36cm2本竹ひ

毎
年
、
四
月
二
十
九
日
は
、
m

「
山
茶
花
高
原
開
き
」
と
な
っ
用

て
い
ま
す
。

毎
回
、
皆
様
か
ら
ユ
ニ
ー
「

ク
な
『
た
こ
』
を
た
く
さ
ん
出

展
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
山
茶
花
高
原
【

の
大
空
は
、
埋
ま
り
き
れ
ま
■

せ
ん
。昨

年
ま
で
は
、
見
て
い
た

だ
け
の
人
も
、
今
年
は
ぜ
ひ
一

自
分
の
『
た
こ
』
を
作
り
、
高

原
の
風
に
乗
せ
、
青
空
の
も

と
で
の
ん
び
り
楽
し
ん
で
見

て
く
だ
さ
い
。

こ
こ
で
は
、
た
く
さ
ん
の

種
類
が
あ
る
『
た
こ
』
の
中
か

ら
、
比
較
的
簡
単
に
で
き
る

『
た
こ
』
の
作
り
方
を
紹
介
し

ま
し
た
。
寸
法
等
は
参
考
値

と
し
て
く
だ
さ
い
。

で
き
る
だ
け
大
き
く
作
っ

て
、
思
い
っ
き
り
個
性
の
あ

る
絵
を
描
き
、
ひ
と
き
わ
目

立
つ
『
た
こ
』
で
、
あ
ぐ
う
D

A
Y
に
参
加
し
て
楽
し
い
一

日
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
「
温
室
は
ど
ん
な
「
泡
藍
」



矧
っ
て
得
す
る

情
報
プ
ラ
ザ

1月未現在
（前月比）

転入14人
（－3）

転出　23人
（－3）

出生　3人
（±0）

死亡　9人
（＋6）

人口　6，914人
（－15）

男　3，川5人
（－10）

女　3，809人
（一5）

世帯数　2．483戸
（－　り

串
駐
尿
⑳
診
院

諌
早
地
区
自
家
用
自
動
車
協
会

の
事
務
所
が
ピ
ル
建
て
替
え
の
た

め
移
転
し
ま
す
。

移
転
先
／

諌
早
市
天
満
町
三
四
番
五
号

．
業
務
開
始
／
三
月
十
二
日
（
月
）

く
わ
し
く
は
、
諌
早
地
区
自
家

用
自
動
車
協
会
（
m
二
二
1
〇
五

九
八
）
へ
。

診
ゐ
℡
㊥
効
官

爵
　
分
〓
起
　
段

暴
力
団
の
絡
む
様
々
な
相
談
を

受
け
、
県
警
・
県
弁
護
士
会
民
事
介

入
、
暴
力
被
害
者
救
済
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
て
、
刑
事
・
民
事
両
面
で

の
解
決
を
図
っ
て
い
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
迷
わ
ず
、
恐
れ
ず

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
相
談
は
、
長
崎
県
暴
力
団
追

放
県
民
会
議
（
T
m
〇
九
五
－
八
二

五
－
〇
八
九
三
）
又
は
、
長
崎
県
警

本
部
刑
事
部
暴
力
団
対
策
課
（
m

〇
九
五
－
八
二
二
－
0
0
〇
七
）

へ
。企

業
家
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

新
企
業
創
出
事
業

．
募
集
対
象
者

創
造
的
な
技
術
や
ア
イ
デ
ィ
ア

を
基
に
研
究
開
発
し
、
起
業
家
を

目
指
す
人
に
県
が
必
要
な
研
究
開

発
を
支
援
し
ま
す
。

ノ
‥
応
募
資
格

個
人
又
は
従
業
員
五
人
以
下
の

個
人
企
業
や
法
人
（
法
人
は
設
立

か
ら
三
年
以
内
）

童
嬢
内
容

①
イ
ン
キ
ユ
ベ
ー
タ
室
の
無
償
貸
与

②
研
究
開
発
費
の
助
成

③
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
、
経
営
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
無
償
派
遣

．
選
定
方
法

五
月
上
旬
書
類
審
査
、
下
旬
の

審
査
会
で
面
接
し
二
名
に
限
定

募
集
締
切

四
月
三
日
（
火
）

く
わ
し
く
は
、
長
崎
県
産
業
技

術
振
興
財
団
（
m
五
二
－
一
一
三

八
）
へ
。

ぎ
島
尻
矛
。
診
回
診

各
地
区
設
置
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
そ
の
地
区
対
象
で
す
。

必
ず
居
住
地
区
で
出
す
よ
う

に
、
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

1日から　　　　　　　　がスタート。
一箱蔵庫・洗濯機・テレビ・エアコン臥「コミステーション」に出せません－

消費者…家電4品目が不要になったら、家電小売店などに「収集運搬料金＋リサイクル

料金」を支払って引き取りを申し込むことになります。

（リサイクル料金：エアコン3，500円、テレビ2，700円、冷蔵庫4，600円、洗濯機2，400円）

家電小売店…①過去に販売したもの、②買換時に引き取りを求められたものについて

は、消費者の求めた場所に弓値取りにいき、指定取引場所（長崎而又は多良見町）まで
運搬しなければなりません。

最鉛◎禽電4島国暦員国（4月以降は絶対に出さないで＜ださい。）
長里・牧．新田原・田原地区・・・3月23日（金）

遠竹・井崎・小川原浦地区……3月28日（水）

また、県央不燃物再生センターでも処理ができな＜なります。処理が必要で持ち込みさ
れる万は、3月31日（なるペ＜3月15日）までにあ願いします。

＜わし＜は、役場環境水道課（TEL別－2111）へ。



ぼしゆうとぉク邑皆

公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
平
成

十
三
年
度
の
大
学
・
短
期
大
学
・

高
等
専
門
学
校
卒
業
予
定
者
の
採

用
活
動
・
就
職
の
取
扱
い
に
つ
い

て
、
企
業
側
と
大
学
側
の
合
意
に

よ
り
次
の
と
お
り
取
扱
い
ま
す
。

卒
業
予
定
者
に
か
か
る
求
人

票
・
求
人
要
項
等
は
、
四
月
一
目

以
降
に
受
け
付
け
、
以
後
随
時
学

生
に
対
し
、
公
示
し
ま
す
。

卒
業
予
定
者
を
対
象
と
し
た
、

求
人
要
項
の
記
載
の
あ
る
求
人
情

報
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等
の
発
行
は

四
月
一
日
以
降
と
し
ま
す
。

・
公
共
職
業
安
定
所
が
主
催
す
る

卒
業
予
定
者
を
対
象
と
し
た
就
職

面
接
会
等
は
、
求
人
受
理
・
公
示

開
始
以
降
、
大
学
等
の
学
事
日
程

等
に
も
配
慮
し
、
求
人
状
況
な

ど
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
開
催

し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
最
寄
り
の
公
共

職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
諌

早
m
二
一
－
八
六
〇
九
）
へ
。

社
会
構
造
の
変
化
に
伴
い
、
雇

用
保
険
制
度
が
（
原
則
と
し
て
）
四

月
か
ら
改
正
さ
れ
ま
す
。

「
一
般
の
離
職
者
」
で
あ
る
か

「
倒
産
・
解
雇
等
に
よ
り
離
職
し
た

者
」
で
あ
る
か
に
よ
り
、
給
付
日
数

が
異
な
る
仕
組
み
に
な
り
ま
す
。

．
育
児
休
業
給
付
、
介
護
休
業
給

付
の
給
付
率
が
四
十
㍗
と
な
り
ま

．／・－・∴・二‥．－∴ニ－

「小長井町まちづ＜り町民参加条例」制

定を契機として、より多＜の町民のみなさ

んに議会の傍聴をしていただき、その内容

を通じて、行政への関心と理解を深めても

らあうと、初めての試みとして、平成13年

3月議会ガ日曜日に開催されることになり

ました。

多数のご来庁をお待ちしています。

なあ、傍聴者多数で席ガ不足する場合で

も、役場会議室などにモニターテレビを設

置して、議会の様子を多＜の方に見てもら

えるよう準備しています。

この議会にぉいての町民の反応と意見を

聞きながら、町民に身近な議会の望ましい

あり万を更に追求してい＜考えです。

日　時　平成1碑3月4日（日）

午前9時諏分開会予定

す
。
（
十
三
年
一
月
～
）

一
雇
用
保
険
料
率
が
千
分
の
十

五
・
五
と
な
り
ま
す
。
（
事
業
者
負

担
分
千
分
の
九
去
、
被
保
険
者
負

担
分
千
分
の
六
）

．
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
、
登
録

型
派
遣
労
働
者
の
適
用
基
準
が
緩

和
さ
れ
ま
す
。

離
職
証
明
書
等
の
様
式
が
変
わ

り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
最
寄
り
の
公
共

職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
諌

早
m
二
一
－
八
六
〇
九
）
へ
。

危
険
物
取
扱
者
試
験

．
試
験
の
種
類
／
甲
種
、
乙
種
（
全

類
）
、
丙
種

願
書
入
手
先
／
県
内
各
消
防
署

．
試
験
日
／
六
月
十
日
（
日
）

‥
受
付
期
間
／
四
月
九
～
二
十
日

■
■
試
験
場
所
／
一
般
…
ウ
ェ
ス
レ

ヤ
ン
短
期
大
学
、
高
校
生
…
県
立

諌
早
農
業
高
等
学
校
他

く
わ
し
く
は
、
（
財
）
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
長
崎
県
支
部
（
m

〇
九
五
－
八
二
二
－
五
九
九
九
）

へ
。憶

厩
矛
抄
前
診

二
十
四
時
間
、
電
話
を
通
じ
て

健
康
を
お
届
け
し
ま
す
。

【
三
月
の
テ
ー
マ
】

か
っ
け
つ

（
月
）
喀
血

け
い
つ
い

（
火
）
頸
椎
症

（
水
）
小
児
の
肥
満

（
木
）
近
視
の
手
術

（
金
）
歯
ぐ
き
の
は
れ

（
土
・
日
）
前
立
腺
炎

（
祝
日
）
前
日
の
テ
ー
プ

（
m
〇
九
五
－
八
二
六
－
五
五
二
）
へ

電
気
⑳
串
良
姦

．
庵
止
（
引
っ
越
し
）
の
手
続
き

二
お
引
っ
越
し
の
四
～
五
日
前
ま

で
に
九
州
電
力
へ
電
話
し
て
く
だ

さ
い
。

⊥
お
客
様
番
号
」
（
「
電
気
ご
使
用

量
の
お
知
ら
せ
」
な
ど
に
記
載
）
も

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

・
使
用
（
入
居
）
の
手
続
き

「
ウ
ミ
ッ
タ
ー
（
ブ
レ
ー
カ
ー
）
を

「
入
」
に
す
る
と
、
電
気
が
つ
き
ま

す
。

－
」
備
え
つ
け
の
雇
気
ご
使
用
申

込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

ご
投
函
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
九
州
電
力
諌
早

営
業
所
（
m
二
二
一
二
三
一
〇
）

へ
。毘

雷
同
愛
国
島
紆

一
日
一
円
で
お
な
じ
み
だ
っ
た

交
通
共
済
制
度
が
、
一
部
改
正
に

よ
り
今
年
か
ら
年
間
五
百
円
と
な

＼
＼

り
ま
し
た
こ
れ
ま
で
同
様
、
家
族

ぐ
る
み
で
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

共
済
掛
金
／
年
間
一
人
五
百
円

（
新
入
学
児
は
町
で
加
入
し
ま
す
）

」
申
込
方
法
／
配
布
の
申
込
書
に

掛
金
を
添
え
役
場
か
班
長
さ
ん
へ

く
わ
し
く
は
、
役
場
総
務
課
へ
。

●
香
典
返
し

▼
故
　
　
矢
崎
　
ト
シ
様

遺
族
　
矢
崎
一
夫
様
（
小
川
原
浦
五
〉

小
川
原
浦
老
人
ク
ラ
ブ
及
び
社

会
福
祉
協
議
会
へ
金
一
封

▼
故
　
藤
山
　
達
祥
様

遺
族
　
藤
山
洋
敏
様
弄
崎
三
〉

井
崎
老
人
ク
ラ
ブ
及
び
社
会
福

祉
協
議
会
へ
金
一
封

こ ち ら 1 10 番　 ［交 通 事 故 発 生 状 況 ］ （人 ）

1 月末 諌早 森山 高来 小長

現　 在 市 前年比 町 前年比 町 前年比 井 町 前年比

件　 数 55 十　9 8 ＋　5 2 → 1 1 ＋ 1

死　 者 1 ＋ 1 0 ±　0 0 士　0 0 ±　0

傷　 者 72 ＋17 1 1 ＋　8 3 － 1 1 十 1



長
里
小
　
鼻
年

長里小5年

新　宮　美智子

中3年2組

山　開　政　己

『音』

『錦逢』

ハートフル

ひ弓ば

小長井中3年2組

平　田　大　祐

7

長里小5年

森　　　麻衣子

小長井中3年2組



＝i‾1∵二

ニー言ご　八十フルひちは

轟三二三」巨丁三

東京都町田市

中　野　良　子

（旧姓：木下）
井崎出身

菊菜邸嘱

『ほうびあ会』

「
ほ
う
び
ぁ
」
と
は
何
？
、
と
聞
く
人

が
い
ま
す
。
「
ほ
う
び
ぁ
」
は
「
ほ
う
ば

い
　
（
朋
輩
）
」
　
で
、
な
か
ま
・
と
も
だ
ち

の
こ
と
で
す
よ
ね
。
昭
和
二
十
八
年
三

月
に
中
学
校
を
卒
業
し
た
関
東
一
円
に

住
む
、
同
級
生
の
集
ま
り
に
「
ほ
う
び
ぁ

会
」
と
言
う
名
ま
え
を
付
け
た
の
で
す
。

そ
ろ
そ
ろ
会
い
た
い
ね
の
合
言
葉
は

「
ほ
う
び
ぁ
会
し
ゅ
い
」
　
と
な
る
わ
け

で
す
。と

言
う
こ
と
で
昨
年
十
一
月
　
「
ほ
う

び
ぁ
会
し
ゅ
い
」
　
と
集
ま
り
ま
し
た
。

今
回
は
故
郷
の
仲
間
に
も
呼
び
か
け
二

十
人
集
ま
り
ま
し
た
。
故
郷
組
と
関
東
・

関
西
組
が
ほ
ぼ
半
々
の
割
合
で
し
た
。

伊
豆
畑
毛
温
泉
に
一
泊
し
、
共
に
楽
し

み
ま
し
た
。
十
五
の
少
年
少
女
に
も
ど

る
の
は
た
や
す
い
こ
と
、
忘
れ
て
い
た

は
ず
の
小
長
井
弁
も
出
て
来
ま
す
。
昔

の
ま
ま
の
呼
び
名
で
呼
び
合
い
、
思
い

出
話
、
打
ち
明
け
話
、
近
況
報
告
等
な

ど
、
話
の
種
は
つ
き
ま
せ
ん
。
次
の
日

も
そ
の
ま
ま
で
は
別
れ
が
た
く
、
箱
根

に
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
ま
し
た
。

雲
に
さ
え
ぎ
ら
れ
富
士
山
の
雄
姿
を

眺
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
が
残

念
で
し
た
が
、
次
回
の
再
会
を
約
し
、

箱
根
路
で
西
へ
東
へ
と
別
れ
た
の
で
し

た
。私

た
ち
も
故
郷
が
な
つ
か
し
く
、
お

さ
な
友
だ
ち
が
恋
し
く
な
る
、
そ
ん
な

年
齢
に
な
っ
て
き
た
ら
し
い
の
で
す
。

そ
れ
が
　
「
ほ
う
び
ぁ
会
」
　
に
参
加
し
て

の
感
慨
で
し
た
。

A
Z耳’

順不同

芳心　静
お　がた　ま　の　き

（短歌）

春
立
ち
て
梅
の
蕾
も
ほ
こ
ろ
び
ぬ
春
告

げ
鳥
の
声
を
待
ち
お
り

森
　
あ
さ
の

さ
だ
め

運
命
と
は
思
い
知
り
つ
つ
我
が
行
方
こ

の
世
を
渡
る
か
け
橋
も
な
し藤

松
　
善
利

こ
の
年
に
プ
ラ
ム
と
柿
の
記
念
樹
を
植

え
て
と
き
め
く
老
い
を
忘
れ
て

梅
林
み
つ
よ

冬
冷
え
の
関
門
海
峡
瀬
を
早
め
行
き
交

う
船
に
白
波
く
だ
く

石
原
　
昌
子

中
国
の
雑
技
団
見
て
は
ら
は
ら
と
賑
わ

う
長
崎
ラ
ン
タ
ン
祭
り

平
田
富
美
子

北
風
で
大
き
く
揺
れ
る
木
の
上
に
鳥
の

空
き
家
は
今
日
も
無
事
な
り吉

次
　
ツ
ヤ

妹
と
氷
雨
に
濡
れ
て
行
く
歩
道
こ
の
空

の
下
兄
は
病
み
し
も

矢
竹
　
典
子

き
さ
ら
ざ

如
月
の
余
寒
は
あ
れ
ど
梅
の
花
日
ご
と

に
香
り
春
を
待
ち
お
り

石
丸
　
雪
枝

春
ら
ん
ま
ん
雲
の
行
方
を
指
さ
せ
ば
あ

つ
ま

り
し
日
の
夫
の
面
影
う
か
ぶ木

下
　
静
枝

隠
と
云
う
摩
呵
不
可
思
議
に
癒
さ
れ
て

と
し
つ
き

か
の
歳
月
も
今
は
な
つ
か
し江

越
　
重
博

（
俳
句
）

チ
ョ
コ
の
日
の
心
に
残
る
山
ペ
ー
ジ

中
村
の
ぼ
る

立
春
に
雪
の
便
り
も
届
く
頃石

井
　
清
流

ふ
き
の
と
う
寒
波
に
怯
え
嫌
み
け
り

石
井
　
清
流

春
く
れ
ど
や
る
せ
な
き
こ
と
渦
を
ま
く

木
下
　
静
枝

立
春
や
吾
が
家
の
庭
も
色
め
き
ぬ

江
越
　
重
博

枯
野
ゆ
く
一
燭
め
ざ
し
二
〇
年

中
尾
　
房
子

（
川
柳
）

春
の
昔
お
茶
々
の
靴
が
踊
り
だ
す

中
村
の
ぼ
る

政
治
家
と
政
治
屋
が
住
む
永
田
町

石
井
　
清
流

森
丸
は
疑
惑
二
つ
お
も
り
下
げ

石
井
　
清
流
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M A R C f J　　　 ス ケ タ コ ー ル

臼 曜 時　　 間 場　　 所 行　　　 事　　　 内　　　 容 担　 当　 課

1 木 13：30～16：30 さざ んか会 館 心配ごと相談 （次は8 日、15日、22日、29日） 社会福祉協議会

4 日

9 ：00～12：00
長里町民グラウンド 古紙類リサイクル（古新聞・雑誌・段ボール・牛

環 境 水 道 課
ストックハウス 乳パック・古着）

9 ：30ノ、一 議　 会　 議　 場 3 月定例議会開会 議 会 事 務 局

6 火 13：00 ～13：15受付 文 化 ホ ー ル 育児学級 福 祉 保 健 課

7 水

9 ：00～15：（泊
文 化 ホ ー ル

22日はおがたま会館
リハビリ教室 （次は14 日、22日、28日） 住　　 民　　 課

10：∝）～15：00 さざ ん か会館 人権相談 ・行政相談 総　 務　 課
住　 民　 課

10

？
11

土

？
日

9 ：30～14：00 諌早少年自然の家 子ども会 リーダー研修会 教 育 委 員 会

12 月 9：00～12：00

文 化 ホ ー ル

婦人の健康づくり学習会

福 祉 保 健 課

13 火

9 ：30′〉12：0〔I 妊婦教室

13：00～13：15受付 乳児健診

14 7K 9 ：30・・～ 中学校 体 育館 小長井中学校卒業式 教 育 委 員 会

15 木

10：00～12：（旧 文 化 ホ ー ル あけぼの会健康相談

福 祉 保 健 課

19：00～2 1：00 役 場 会 議 室 ／ト長井町断酒会

16 金
9 ：30′－
10：00－
10：00～

小長井小体育館
遠 竹小体 育館
長里 ′ト体 育館

各小学校卒業式 教 育 委 員 会

18 日 8 ：30～12：00 町民グラウンド 第40回消防ポンプ操法大会 総　　 務　　 課

19 月 10：00′－12：00

文 化 ホ ー ル

ノーマライゼーションをすすめる会

福 祉 保 健 課

21 水 10：30～12：∝） 育児サークル 「わくわくクラブ」

24 土
13：00′－15：00 ／ト長 井小 学校 r T 講習会 （昼間の部　 a壬～27日）

教 育 委 員 会
19：〔旧～21：00 小長 井 中学校 ／／　 （夜間の部　 24～29日）

27 火 9 ：30へ′ 役 場 会 議 室 農業委員会 農 業 委 員 会

下

句
文 化 ホ ー ル

シルバー大学開講式

教 育 委 員 会

交通少年団修了式

こ
ち
ら
編
集
室

二
月
号
表
紙
の
記
事
の
中
で
『
鋼
板
』

が
『
綱
板
』
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ト

ピ
ッ
ク
ス
の
記
事
の
中
で
原
田
『
奈
未
』

さ
ん
が
『
奈
美
』
さ
ん
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
お
た
ん
じ
ょ
う
の
欄
の
佐
藤
千
尋

さ
ん
の
誕
生
日
『
1
／
8
』
が
『
1
／
ほ
』

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ハ
ー
ト
フ
ル
ひ

ろ
ば
の
松
井
祥
理
君
の
作
文
の
中
で

『
ぼ
く
は
』
が
『
ば
く
は
』
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
…
。
た
く
さ
ん
の
誤
字
脱
字
を
こ

こ
に
訂
正
し
、
関
係
の
皆
様
に
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
に
対

し
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

表
紙
を
ク
イ
ズ
形
式
に
し
た
の
が
悪

か
っ
た
の
か
、
無
意
識
の
う
ち
に
全
体

が
「
ま
ち
が
い
さ
が
し
」
の
内
容
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
あ
な
た
は
い
く
つ

気
づ
き
ま
し
た
か
？
な
ど
と
い
っ
て
る

場
合
で
は
な
く
、
自
分
自
身
も
か
な
り

落
ち
込
ん
で
お
り
、
今
後
は
こ
れ
ま
で

以
上
に
慎
重
な
校
正
に
努
め
た
い
と
存

じ
ま
す
の
で
な
に
と
ぞ
、
ご
容
赦
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
今
月
号
に
も
誤
り
が
な
い
か
が
心
配

で
た
ま
ら
な
い
サ
ム
）

しん

吉岡　心ちゃん（田原1）
H8．3．5生

（儀和・香さんの長男）
☆すきなもの・・・ぶどう

お
誕
生
白
お
め
で
と
う

よろこび
かなしみ

田　代　貿　太（大久保）

（山口）　忍（長崎市）

江　口　　剛（小川原浦1）

（松茂）ひとみ（佐賀県）

小路島一孝（牧　3）

（宮崎）恵美（諌早市）

吉　田　仁　志（打　越）

（橋本）紀子（諌早市）

山　崎　勝　弘（愛知県）

（松崎）真理子（大久保）

今回は、残念ながらひとりもい

ませんでした。

21世紀を担うお友だちをたくさ

んお願いします。

◇おくやみ◇
死亡者　　年齢　　部落

矢崎　トシ（89歳）小川原浦5

藤山　達祥（74歳）井崎　3

光田　猛六（81歳）井崎　2

佐々木アツヨ（81歳）広川良

青木　恭子（73歳）田原　3

山本マサコ（96歳）希望園

福田ミトヱ（86歳）希望園

川端万里子（41歳）みさかえの園
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